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自然環境のフローとストックを同時処理する環境保全活動のマルチプレーヤー型

費用便益分析の提案一片野鴨池のケ ススタディからー

1 目的

A Cost-bene何tAnalysis of Environmental Preservation Activity at Katar、oKamoike 
Dealing叩thboth Flows and Stocks of the Local Environment 

0敷田麻実l・森重昌之2

SH1K1DA Asami， MOR1SH1GE Ma日刊ki

地域の自然環境を持続的に利用するために、自然環境とその利用を一元的に管理するという動きが、

「エコシステムマネジメント(生態系管理)Jとして注目されている.しかし単に管理を進めるだけでは、

環境資産の摺誠や地域経済への貢献を関係者に示す手段や方法がなく、説得力に乏しい.そこで.被数

の関係者が関与する地域の自然環境の保全と利用について、自然環境の管理全体を術徹し、環境資産の

地減と地跡J経済への貢献を明らかにするために、 「マルチプレーヤー型費用便益分析Jを提案した.

2 背景

企業が自然環境に与える負荷と便益を積極的に評価しようとする「環境会計」がi最近急速に体系化さ

れつつある.これは企業活動によって派生する環境負荷と環境保全への寄与を評価して、最終的に企業

の「損境パフォーマンス」を向上させようとする拭みである.一方、国家レベルでは、自然環境にかかる

国家全体のフローやストックが SEEAによる体系で計算されている.しかし環岐会計はあくまで、地域

の中の一企業が対象であって、地域全体を視野に入れたものではない.また SEEAは統計資料の不足な

どから、市町村やそれより規敏の小さい地域単位の計算は困難であるので試みられていない。

そこで、自然環境の保全と利用を進めている一定白地域や区域単位として、ラムサール条約登録湿地

である片野鴨池(石川県加賀市)を例に、複数の利用者が関与した鴨池の保全と利用にかかる費用とそこ

から発生する便益の比較(マルチプレーヤー型費用便益分析)を行った。そして、鴨池の環境資産の培誠

についても評価できるマルチプレーヤー型費用使益分析から環境資産価値表の作成を試みた.

3 内容

鴨池は自然環境や社会興境の変化に晒されながらも貴重な湿地環境が保全され、持続的に利用されて

きた.現在は加賀市や捕鴨組合、パードウォッチャ一、観光客、ボランティアなどの関係者によって多

様な保全・利用が行われている.そこで 鴨池の環噴管理に関して、保全と利用にかかる費用と便益を

統計資料や調査(例えばバードウォッチングの使益を TCMで評価するなど)から集計した.その際に.関

係者間の費用 ・使益の取引と関係者とそれ以外の取引を区別し、それぞれの移転や支出経過を制査した.
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紙帽の都合により計算過程は割愛するが、費用が51，088，973円、便益が216，671，843円となり、 165，582，870

円の効果が表れた.

次に、鴨池に関する保全利用活動が、結巣的に鴨池の環境資産の僧加または減少につながるかを明

らかにするために、ストックの評価を試みた.費用は鴨池の保全のために支払われる「保全的費用J、鴨

池の利用のために支払われる「利用的費用」、鴨池への働きかけが生じない「目的外資用」に分類した.ま

た、便益は鴨池の自然環続や資源の消費によって得られる「消費的利用使益j、それらを消費せずに得ら

れるf非消費的利用便益ム鴨池への働きかけが生じない「目的外使益jに分けた.これらの費用と便益の

うち、「保全的費用」と「非消費的利用便益」は鴨池の環境資産価値の楢加をもたらし「利用的費用Jと「消

費的利用使益」は弱境資産価値を減少させるものである.また、「目的外費用」と「目的外便益」は鴨池へ

の働きかけが伴わない活動であることから、環境資産価値には影響を及ぼさない(図1).図 lに従って前

述の費用便益分析の費用と便益を分類し、環境資産(ストック)の明滅を環境資産価値表として表した。

その結果.鴨池町関係者の活動は年間 196，649，730円の環境資産の噌加につながっていると推定した.

【費用恒益分析嚢】

目的外費用 目的外恒益

【環境資産価値聾】

図1 費用便益分析と環境資産価値の連結イメージ

4 結論

マルチプレーヤー型費用便益分析の利点は、まず第 lに、ある自然環境に関しての保全活動だけでは

なく、その自然環境の保全と利用、つまり管理に関するすべての費用と便益が集計できるので、その自

然環境を管理する際のパフォーマンス向上を目指すことができ、企業の環境会計と同じ効果を持つ.第

2に、環境資産の増加への働きかけを正当に評価し、それに貢献する活動を誘導できる。第 3に、関係

者聞の連携による環境管理のための共同作業を都価することができる.第4に、地域外住民や不特定多

数の活動が自然環境や地域担金に与える費用や管理に参加して発生する便益も合わせて集計できるの

で、地域のルールをそのまま適応しがたい地域外住民や不特定多数の利用が!日i接的に管理可能である.

そして第5に、自然環境と利用者の関わりも貨幣的に評価できるので単にストックとしての自然環境

白地減だけで管理のパフォーマンスを評価せずにすむ.

以上のように、「環境保全の新たなしくみ」として地域の自然環鹿や資源のマルチプレーヤー型費用使

益分析は、地域の自然環境の官理を進める際の指標や連携手段として有効であると考えられる.


